
　
15
日
に
は
、
日
本
医
労
連
の

森
田
進
副
執
行
委
員
長
に
よ
る
、

診
療
報
酬
改
定
に
お
け
る
賃
上

げ
、
特
に
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価

料
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
ミ
ニ

学
習
を
行
い
ま
し
た
。
森
田
氏

は
、
５
月
ま
で
は
補
正
予
算
の

支
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
、
６
月
以
降

は
診
療
報
酬
上
の
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
評
価
料
を
活
用
す
る
仕
組
み

を
説
明
し
、「
４
月
・
５
月
の

賃
金
改
善
を
６
月
以
降
も
維

持
・
拡
大
さ
せ
る
」
と
い
う
制

度
の
趣
旨
を
、
団
体
交
渉
で
し

っ
か
り
確
認
す
る
必
要
が
あ
る

と
強
調
し
ま
し
た
。

　
厚
労
省
の
追
加
回
答
で
は
、

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
の
収
入

は
患
者
数
な
ど
に
よ
り
変
動
す

る
た
め
、
６
月
以
降
の
賃
金
改

善
水
準
が
結
果
的
に
下
回
っ
て

も
、
給
付
金
を
賃
金
改
善
に
充

て
て
い
れ
ば
返
還
は
不
要
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
賃
金

改
善
に
充
て
ら
れ
て
い
な
い
部

分
は
返
還
対
象
と
な
る
た
め
、

組
合
と
し
て
は
、
支
援
パ
ッ
ケ

ー
ジ
を
確
実
に
職
員
の
賃
上
げ

に
使
わ
せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

　
ま
た
看
護
補
助
者
や
事
務
職

員
に
つ
い
て
は
、
他
産
業
と
の

す
。
ベ
ア
平
均
額
は
４
，
８
４

９
円
、
定
昇
込
み
の
基
本
給
引

き
上
げ
額
は
５
，
７
３
３
円
、

手
当
を
含
む
全
体
額
は
６
，
９

８
７
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
国
民
春
闘
共
闘
の
単

純
平
均
は
９
，
０
６
０
円
、
連

合
の
加
重
平
均
は
１
６
，
８
７

９
円
で
あ
り
、
医
療
・
介
護
職

場
の
賃
上
げ
は
他
産
業
に
大
き

く
遅
れ
て
い
ま

す
。

　
パ
ー
ト
時
給

者
の
回
答
も
66

組
合
、
平
均
42

円
に
と
ど
ま
り
、

物
価
高
騰
の
も

と
で
生
活
改
善

に
は
な
お
不
十

分
で
す
。
さ
ら

に
、
要
求
提
出

や
回
答
引
き
出

　
26
春
闘
は
、
診
療
報
酬
改
定

と
補
正
予
算
に
よ
る
「
医
療
・

介
護
支
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
が
重

な
る
中
で
、
例
年
以
上
に
複
雑

な
交
渉
と
な
っ
て
い
ま
す
。
日

本
医
労
連
の
集
約
で
は
、
４
月

28
日
時
点
で
回
答
を
引
き
出
し

て
い
る
単
組
・
支
部
は
２
０
２

組
合
に
と
ど
ま
り
、
賃
上
げ
回

答
が
示
さ
れ
た
の
は
90
組
合
で

　
各
道
県
か
ら
は
、
補
正
予
算

や
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
を
め

ぐ
る
交
渉
状
況
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。
北
海
道
で
は
４
月
・
５

月
に
月
１
万
円
の
支
給
を
決
め
、

追
加
交
渉
で
ベ
ア
実
施
を
確
認
。

秋
田
で
は
看
護
師
確
保
を
背
景

に
初
任
給
引
き
上
げ
を
検
討
し
、

福
島
で
は
月
９
，０
０
０
円
の

支
給
と
夜
勤
手
当
引
き
上
げ
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
潟
で
は
一
律
11
万
円
の
年

度
末
一
時
金
で
妥
結
し
、
６
月

以
降
の
手
当
継
続
と
基
本
給
組

み
替
え
を
調
整
中
で
す
。
長
野

で
は
若
年
層
へ
の
重
点
配
分
や

夜
勤
手
当
増
額
、
茨
城
で
は
黒

字
見
込
み
を
根
拠
に
再
交
渉
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　
熊
谷
で
は
職
種
間
格
差
の
是

正
、
神
奈
川
で
は
本
給
反
映
の

ベ
ア
を
要
求
し
、
静
岡
で
は
病

院
統
合
問
題
を
踏
ま
え
た
再
協

議
、
愛
知
で
は
一
律
支
給
の
協

議
継
続
、
岐
阜
で
は
夜
勤
手
当

増
額
と
基
本
給
調
整
手
当
の
導

入
準
備
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
三
重
で
は
生
活
支
援
を
含
め

ベ
ア
手
当
の
継
続
、
広
島
で
は

６
月
以
降
も
月
６
，０
０
０
円

を
予
定
し
、山
口
、香
川
、徳
島
、

高
知
、
大
分
で
も
、
ベ
ア
継
続

協
議
や
夜
勤
手
当
、
職
種
別
配

分
、
備
品
不
足
改
善
な
ど
、
職

場
実
態
に
根
ざ
し
た
要
求
が
続

い
て
い
ま
す
。 

　 

26
春
闘
は
、
単
な
る
賃
金

交
渉
に
と
ど
ま
り
ま
せ
ん
。
物

価
高
騰
の
中
で
働
き
続
け
ら
れ

る
賃
金
を
実
現
し
、
医
療
・
介

護
現
場
の
人
材
確
保
と
地
域
医

療
を
守
る
た
た
か
い
で
す
。
同

時
に
、
労
働
法
制
改
悪
を
許
さ

ず
、
い
の
ち
と
健
康
を
守
る
働

く
ル
ー
ル
を
強
め
る
運
動
で
も

あ
り
ま
す
。

　
全
厚
労
は
、
各
道
県
・
各
単

組
の
経
験
を
共
有
し
、
５
月
以

降
も
団
体
交
渉
、
職
場
討
議
、

署
名
・
宣
伝
行
動
を
強
め
、
要

求
前
進
に
全
力
を
あ
げ
ま
す
。

　
16
日
に
は
、
全
労
連
常
任
幹

事
・
厚
生
労
働
局
長
の
土
井
直

樹
氏
か
ら
「
労
働
法
制 

情
勢

学
習―

政
府
・
財
界
の
ね
ら
い

と
は
」
と
題
し
て
講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
土
井
氏
は
、
政
府
・
財
界
が

「
柔
軟
な
働
き
方
」「
労
使
自
治
」

を
掲
げ
な
が
ら
、
実
際
に
は
労

働
基
準
法
の
最
低
基
準
を
弱
め
、

長
時
間
労
働
を
広
げ
る
方
向
に

進
も
う
と
し
て
い
る
と
指
摘
。

労
基
法
は
、
労
働
時
間
、
有
休
、

休
憩
、
賃
金
、
就
業
規
則
な
ど
、

働
く
上
で
の
最
低
限
の
基
準
を

定
め
た
法
律
で
あ
り
、
使
用
者

に
対
し
て
弱
い
立
場
に
置
か
れ

る
労
働
者
を
守
る
た
め
の
ル
ー

ル
で
す
。

　
講
演
で
は
、「
労
使
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
や
「
労
使
自

治
」
と
い
う
言
葉
が
、
団
体
交

渉
や
労
使
合
意
と
は
異
な
り
、

単
な
る
意
見
聴
取
に
置
き
換
え

ら
れ
る
危
険
性
も
示
さ
れ
ま
し

た
。協
定
締
結
の
単
位
を
職
場
・

事
業
場
か
ら
本
社
一
括
へ
広
げ

る
動
き
は
、
現
場
の
実
態
を
知

ら
な
い
と
こ
ろ
で
労
働
条
件
が

決
め
ら
れ
る
危
険
を
は
ら
ん
で

い
ま
す
。
土
井
氏
は
、
長
時
間

労
働
を
な
く
し
、
人
間
ら
し
い

生
活
を
取
り
戻
す
た
め
に
、
１

日
７
時
間
・
週
35
時
間
労
働
を

め
ざ
す
運
動
と
、
職
場
で
の
学

習
・
署
名
・
宣
伝
を
広
げ
よ
う

と
呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

し
が
進
ん
で
い
な
い
組
織
も
残

さ
れ
て
お
り
、
５
月
以
降
の
団

体
交
渉
で
、
未
回
答
の
解
消
、

有
額
回
答
の
獲
得
、
ベ
ー
ス
ア

ッ
プ
へ
の
上
積
み
を
追
求
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

人
材
獲
得
競
争
を
踏
ま
え
た
上

乗
せ
措
置
で
あ
る
こ
と
も
確
認

さ
れ
ま
し
た
。
医
療
機
関
側
の

裁
量
を
理
由
に
不
公
平
な
配
分

を
許
す
の
で
は
な
く
、
制
度
の

趣
旨
を
踏
ま
え
た
適
切
な
対
応

を
求
め
、届
出
様
式
、就
業
規
則
、

評
価
料
収
入
の
試
算
な
ど
の
情

報
開
示
を
迫
る
こ
と
が
重
要
で

す
。

厚労省の回答について
解説する森田副委員長

労働法制情勢を講演する
土井厚生労働局長

他
産
業
と
の

  

賃
金
格
差
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が
る

他
産
業
と
の

  

賃
金
格
差
広
が
る

ベ
ア
評
価
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を

    

確
実
に
賃
上
げ
へ

ベ
ア
評
価
料
を

    

確
実
に
賃
上
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へ

各
道
県
で
上
積
み・本
給
化
を
追
求

各
道
県
で
上
積
み・本
給
化
を
追
求

労
基
法
改
悪
を
許
さ
ず

週
35
時
間
労
働
へ

労
基
法
改
悪
を
許
さ
ず

週
35
時
間
労
働
へ

診
療
報
酬
改
定・労
働
法
制
改
悪
を
学
び
、各
道
県
の
た
た
か
い
を
交
流

診
療
報
酬
改
定・労
働
法
制
改
悪
を
学
び
、各
道
県
の
た
た
か
い
を
交
流

賃
上
げ
を
職
場
に

　確
実
に
届
け
る
春
闘
へ

賃
上
げ
を
職
場
に

　確
実
に
届
け
る
春
闘
へ

　
全
厚
労
は
５
月
15
日
か
ら
16
日
に
か
け
て
、
医
療
労
働
会
館
２
階
会
議
室
で
第
７
回
拡
大
中
央
執
行
委
員
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
会
議
で
は
、
26
春
闘
の
回
答
状
況
と
各
道
県
の
到
達
点
を
交
流
し
、
診
療
報
酬
改
定
に
伴
う
賃
上
げ

の
取
り
扱
い
、
さ
ら
に
労
働
基
準
法
を
め
ぐ
る
労
働
法
制
改
悪
の
動
き
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

https://www.zenkouro.org/
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４月下旬に実施された
第１回キャンペーンの
当選者が決定しました！
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第１回キャンペーンの
当選者が決定しました！

４月下旬に実施された
第１回キャンペーンの
当選者が決定しました！

４月下旬に実施された
第１回キャンペーンの
当選者が決定しました！

LINEでLucky！
当選者発表

三重県　Ａ.Ｋさん
広島県　Ｅ.Ｉさん

公式LINEの
登録はこちら

★次回はあなたに当たるかも★

（1） 2026年５月20日 第545号全 厚 労 ニ ュ ー ス

https://line.me/R/ti/p/@781zgepo


当
選
者
（
読
者
の
声
掲
載
者
含
む
）
15
名
様
に
図
書
（
ク
オ
）
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す

答
え
と
本
紙
の
感
想
な
ど
を
添
え
て
下
記
あ
て
先
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。
当
選
の
結
果
は
発
送
を
も
っ
て

代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
３
月
号
の
答
え
は
「
カ
フ
ン
シ
ョ
ウ
」
で
、
当
選
倍
率
は
５
・
１
倍
（
ク

ロ
ス
ワ
ー
ド
・
聞
か
せ
て
、
読
者
の
声
計
15
名
当
選
）
で
し
た
。

締め切り：2026年6月末日　消印有効
あて先：〒110－0013東京都台東区入谷１－９－５－６F　全厚労　ニュース係
読者の声・クイズ答えはQRコードよりスマホから投稿できます♪

頑張る仲間

　岐厚労から紹介するのは酒井郁弥さ
んです。
　臨床検査技師としての仕事をこなし
ながら、令和７年度岐厚労本部書記長
として活動してくれています。
　過去に青年・情宣部長を経験してい
ましたが、執行部としては初任務とな
りました。
　しかしながら、疑問に思ったことを
放置しない探求心、相手の立場を尊重
した気遣いのできる協調性、オンオフ
の切り替えと豊かな表現力を武器に、

組合員を虜にしている逸材です。今後も経験を積んで、仲間を増やし、
将来を担ってくれると信じています。

　｢放射線技術科の足立順之介です。
昨年から青年部役員となりました。
これから活動を通して仲間を増やし
ていきたいです｣
　足立さんは、新たに青年部役員と
してこれからの大厚労を大いに盛り
上げてくれること間違いなしです！患
者さんに接する優しさはもちろん、
周囲からの信頼もあつく、とっても
頼りになる存在です。

岐阜　酒井郁弥さん

大分　足立順之介さん　

各県・現場で運動に、趣味に、
仕事に頑張る人々を紹介するコ
ーナーです。
第216回は岐阜・大分にお願い
しました。

　
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
Ｄ

Ｘ
化
を
も
っ
と
す
す
め
た
い
。
事

務
仕
事
や
訪
問
先
の
割
り
振
り
な

ど
、Ａ
Ｉ
に
任
せ
ら
れ
る
仕
事
は

多
そ
う
。
そ
の
分
を
ケ
ア
や
会
話

に
使
い
た
い
な
あ
と
思
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
工
夫
や
仕
組
み
づ
く

り
が
知
り
た
い
で
す
。（
富
山
）

―
―
私
も
知
り
た
い
。
情
報
を
集

め
て
、
全
厚
労
ニ
ュ
ー
ス
で

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
た
い
で

す
。
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。           

（
Ｈ
Ｔ
）

　
退
院
さ
れ
た
患
者
さ
ん
か
ら
手

作
り
の
絵
葉
書
を
も
ら
っ
た
。
可

愛
い
お
地
蔵
さ
ん
の
絵
と
と
も
に

｢

辛
い
と
き
こ
そ
笑
顔
で
い
よ
う 

き
っ
と
幸
せ
に
な
る
よ｣｢

い
つ
も

楽
し
い
時
間
を
あ
り
が
と
う｣

と

書
い
て
あ
っ
て
、
最
近
私
が
悩
み

を
抱
え
て
い
た
こ
と
に
も
し
か
し

た
ら
気
付
い
て
、
元
気
付
け
て
く

れ
た
の
か
と
思
う
と
涙
が
出
る
ほ

ど
嬉
し
く
て
、
温
か
い
気
持
ち
に

な
っ
た
。                     

（
三
重
）

―
―
患
者
さ
ん
の
温
か
な
眼
差
し

に
胸
が
熱
く
な
り
ま
す
ね
。

私
た
ち
が
届
け
て
い
る「
笑

顔
」や「
時
間
」は
、し
っ
か
り

届
い
て
い
ま
す
。辛
い
時
に
そ

っ
と
寄
り
添
っ
て
く
れ
る
お

地
蔵
さ
ん
の
言
葉
を
、ぜ
ひ

明
日
へ
の
力
に
変
え
て
い
き

ま
し
ょ
う
。 

 
 

（
Ｈ
Ｌ
）

　
同
僚
が
写
っ
て
い
た
の
で
読
み

込
み
ま
し
た
。
知
り
合
い
が
出
る

と
身
近
に
感
じ
て
楽
し
い
で
す
。

（
茨
城
）

―
―
良
け
れ
ば
、
次
は
貴
方
が
載

っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
取
材

も
検
討
で
き
ま
す
よ
！（Ｍ

Ｔ
）

　
ほ
っ
こ
り
す
る
話
題
も
ま
さ
し

く
そ
う
だ
と
声
が
出
る
内
容
も
あ

り
、
楽
し
く
拝
見
し
て
い
ま
す
。

（
山
口
）

―
―
お
読
み
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
特
に
読
者

の
声
は
何
気
な
い
気
持
ち
等

な
ん
で
も
投
稿
い
た
だ
い
て

Ｏ
Ｋ
で
す
☆          （
Ｏ
Ｋ
）

聞かせて・教えて！のコーナー聞かせて・教えて！のコーナー

さて、今回の「聞かせて・教えて！」は

つぶやき教宣部の教宣部の教宣部の つぶやき

労働組合用語集

　
先
日
プ
ロ
野
球

で
贔
屓
チ
ー
ム
を

内
野
席
で
観
戦
中
、

後
ろ
の
ビ
ジ
タ
ー

フ
ァ
ン
の
声
が
大

き
く
応
援
が
熱
心

だ
っ
た
。
こ
ち
ら

が
負
け
て
い
る
時

は
内
心
「
う
る
せ

〜
」
と
思
い
つ
つ
、

そ
れ
も
ま
た
楽
し

か
っ
た
。
東
大
の

学
園
祭
が
、
政
治
家
の
講
演

企
画
へ
の
爆
破
予
告
で
中
止

と
な
っ
た
。
ど
ん
な
に
思
想
に

賛
同
で
き
な
く
と
も
、
暴
力

で
口
を
閉
じ
さ
せ
る
べ
き
で

は
な
い
と
強
く
思
う
。（
Ｅ
Ｎ
）

オルグ活動：オルガナイズ（組織する）の略語。労働組
合では、執行部が組合組織の強化のための指導に当たる
ことをオルグ活動という。未組織の労働者の組織化のた
めの活動をいうこともある。

☆３月号で募集した「聞かせて・教えて」の結果発表☆
質問１　３月号で一番興味があった面は？
　26春闘スタートの各県の行動や、参院厚労委員長との懇談を
紹介した１面に最も票が集まりました（26票）、次いで静岡焼津
市でのビキニデー集会について２面20票、定番面３面18票、メデ
ィカルウェーブ４面5票でした。
質問２　衆議院選挙ではYouTubeなどSNSの活用も盛

んに行われました。投票先を選ぶ際に参考にして
いるものを教えてください。

　読者からも「ＳＮＳ」が26票で最多、次いで「ニュースサイト・新
聞」21票、「テレビ」18票、「その他」５票となりました。配信では
支持者の「推し活」的な投げ銭や、広告アルゴリズムに使われた
金額など…今後、公正な選挙を実現するためのガイドラインが必
要となってきますね。

質問１　５月号で一番興味があった面は？
　　　　Ａ＝１面　Ｂ＝２面　Ｃ＝３面　Ｄ＝４面
質問２　全厚労公式LINE懸賞キャンペーン大変好評でした。

今後も不定期で開催予定です。皆さん全厚労公式
LINEを友だち登録されていますか？

　　　　Ａ＝勿論している　Ｂ＝していない
　　　　Ｃ＝公式LINEを知らなかった　Ｄ＝その他

⑪両沼地区メーデー

　
５
月
12
日
は
「
看
護
の
日
」。

近
代
看
護
の
基
礎
を
築
い
た
フ
ロ

ー
レ
ン
ス
・
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の

誕
生
日
を
祈
念
し
て
こ
の
日
を
中

心
に
「
看
護
週
間
」
が
設
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
一
人
ひ
と
り
が
、
ケ
ア
の
心
、

看
護
の
心
の
大
切
さ
を
考
え
る
機

会
と
な
っ
て
い
る
と
共
に
、
労
働

組
合
と
し
て
安
全
安
心
の
医
療
・

介
護
や
、
地
域
医
療
の
安
定
的
な

提
供
に
向
け
て
看
護
師
の
人
員
不

足
や
処
遇
改
善
を
訴
え
る
ナ
ー
ス

ウ
ェ
ー
ブ
（
看
護
の
日
行
動
）
な

ど
が
全
国
各
地
で
行
わ
れ
、
全
厚

労
の
仲
間
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
秋
田
で
は
５
月
９
日
羽
後
町
の

「
道
の
駅
う
ご
」
で
メ
デ
ィ
カ
ル

ウ
ェ
ー
ブ
街
頭
署
名
宣
伝
を
行

い
、
地
域
住
民
（
元
医
療
職
）
の

飛
び
入
り
参
加
も
含
め
て
48
人
が

参
加
し
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
や

チ
ラ
シ
を
配
布
。
署
名
し
て
く
れ

た
人
か
ら
は
「
入
院
し
て
看
護
師

さ
ん
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
」

と
か
「
大
変
で
す
ね
。
頑
張
っ
て

ね
」
な
ど
と
声
を
か
け
て
も
ら
い

ま
し
た
。
約
１
時
間
で
１
９
６
筆

の
署
名
を
集
め
、
終
了
後
は
道
の

駅
で
「
西
馬
音
内
そ
ば
」
や
ジ
ェ

ラ
ー
ト
な
ど
を
堪
能
し
て
帰
り
ま

し
た
（
写
真
①
②
）。
長
野
で
は

５
月
９
日
に
看
護
集
会
を
開
催
。

国
境
な
き
医
師
団
の
手
術
室
看
護

師
・
白
川
優
子
さ
ん
を
招
き
「
看

護
師
が
見
た
紛
争
地
の
リ
ア
ル
〜

看
護
、
い
の
ち
、
平
和
へ
の
思
い

〜
」
と
の
記
念
講
演
や
、
カ
ー
ネ

ー
シ
ョ
ン
パ
レ
ー
ド
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
（
写
真
③
④
）。
福
島

で
は
５
月
10
日
に
会
津
若
松
市
内

で
横
断
幕
や
看
板
で
の
ア
ピ
ー
ル

と
リ
レ
ー
ト
ー
ク
、
ポ
ケ
ッ
ト
テ

ィ
ッ
シ
ュ
配
布
し
な
が
ら
の
署
名

活
動
を
行
い
ま
し
た
（
写
真
⑤
）。

茨
城
で
は
、「
夜
勤
規
制
は
な
ぜ

必
要
？
」
と
題
し
た
学
習
会
を
開

催
し
、
そ
の
後
水
戸
駅
前
で
署
名

宣
伝
を
行
い
ま
し
た
（
写
真
⑥
）。

広
島
で
は
４
月
18
日
に
尾
道
駅
前

で
ナ
ー
ス
ウ
ェ

ー
ブ
を
開
催

し
、
20
名
の
組

合
員
が
参
加
、

１
１
３
筆
の
署

名
が
集
ま
り
ま

し
た
（
写
真
⑦

⑧
）。

　
今
年
の
第
97

回
メ
ー
デ
ー
は
全

国
的
な
大
雨
に

見
舞
わ
ら
れ
ま

し
た
が
、
全
国

２
４
０
ヵ
所
以
上

で
開
催
。
秋
田

県
中
央
メ
ー
デ

ー
は
秋
田
市
エ

リ
ア
な
か
い
ち
・
に
ぎ
わ
い
広
場

で
、
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト
や
プ
ラ
カ

ー
ド
・
横
断
幕
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
（
写
真
⑨
）。

福
島
の
会
津
地
区
で
は
10
団
体
30

名
、
両
沼
地
区
に
は
５
団
体
15
名

が
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
福
厚
労

が
参
加
し
ま
し
た
。
雨
風
強
く
、

白
河
で
は
中
止
と
な
り
、
坂
下
は

屋
内
に
変
更
と
な
り
、
会
津
で
も

膨
ら
ま
せ
た
風
船
が
飛
ば
さ
れ
る

な
ど
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
り
ま
し
た

○特別報告「青年部活動ってなに～青年が輝く労働組合へ
～」では、加盟労組青年部の取り組みから学ぶ。

○組合活動を学べる脱出ゲーム、参加者との交流企画。
○オプショナルツアー・伊勢市を中心にフィールドワーク。
○グループワーク「仲間を増やして活気のある青年部へ～
病院を良くするために青年ができること～」

前回Ｋ’s（金沢.2024）での集合写真

③看護への想いを一つに
④カーネーションを
持って行進

⑮
医
療
労
働
者
が

　メ
ー
デ
ー
宣
誓

⑥署名のご協力
に感謝です

⑤横断幕がカラフルで目立ちます☆

⑧
良
い
お
天
気
の
中
で

①プラカードで
　処遇改善をアピール②雨の中署名頂きました

（
写
真
⑩
⑪
）。
長
野
も
地
域
ご
と

に
参
加
し
、
上
田
市
メ
ー
デ
ー
に

は
リ
ハ
セ
ン
タ
ー
支
部
が
参
加
し

ま
し
た
（
写
真
⑫
）。
茨
城
中
央

メ
ー
デ
ー
は
水
戸
駅
南
口
さ
く
ら

東
公
園
で
開
催
さ
れ
、
県
医
労
連

か
ら
茨
厚
労
含
め
９
名
が
参
加
し

ま
し
た
（
写
真
⑬
）。
中
央
メ
ー

デ
ー
に
は
本
部
書
記
局
が
参
加
。

雷
注
意
報
で
デ
モ
は
中
止
と
な
り

ま
し
た
が
、
会
場
に
は
８
，０
０

０
人
が
集
ま
り
ま
し
た
（
写
真
⑭

⑮
）。

⑫リハセンター支部執行委員長の
古田さんが発言

⑦笑顔が素敵です

⑬傘もカラフルでかわいいです

デジタル
チラシは
コチラ‼

スローガン
日　時
場　所

企
　画

来るだけで大吉 三重Ｋ’sにおいない
7月3日（金）14：00～5日（日）12：00
三重県鳥羽市・鳥羽シーサイドホテル

　組合役員の次世代育成や、青年層組合員の活性化などを目的に、各県から
積極的なご参加をお願いします。※詳細は各県労組迄ご連絡ください

　「静
か
な
退
職
」
と
い
う
言
葉

を
こ
こ
数
年
耳
に
し
ま
す
。

　キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
や
昇
進
を
目

指
さ
ず
、
与
え
ら
れ
た
仕
事
の
範

囲
内
で
淡
々
と
業
務
を
こ
な
す
働

き
方
の
こ
と
で
、
実
際
に
会
社
を

辞
め
る
の
で
な
く
、
心
理
的
に
職

場
と
の
距
離
を
置
き
な
が
ら
、
過

剰
な
努
力
や
残
業
を
避
け
る
こ
と

が
特
徴
で
す
。

　こ
れ
は
、
単
純
に
や
る
気
が
な

い
人
の
行
動
で
は
な
く
、
長
期
的

に
心
身
の
健
康
を
守
ろ
う
と
す
る

一
つ
の
適
応
の
方
法
と
も
考
え
ら

れ
ま
す
。
私
の
患
者
さ
ん
の
中
に

も
、
燃
え
尽
き
や
う
つ
状
態
に
至

る
前
段
階
と
し
て
、
仕
事
の
距
離

を
取
り
始
め
る
方
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。

　マ
イ
ナ
ビ
の
調
査
に
よ
る
と
、

20
〜
50
代
の
正
社
員
の
約
47
％
が

静
か
な
退
職
を
実
践
し
て
い
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　重
要
な
こ
と
は
、
単
純
な
意
欲

低
下
と
決
め
つ
け
な
い
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
静
か
な
退
職
に
至
る

背
景
に
は
、
正
当
な
評
価
が
得

ら
れ
な
い
こ
と
や
、
職
務
や
賃
金

に
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
あ
る
こ
と
、
慢
性

的
な
疲
労
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要

因
が
潜
ん
で
い
ま
す
。
む

し
ろ
、
静
か
な
退
職
の

よ
う
な
働
き
方
を
調
整

し
よ
う
と
す
る
動
き
は
、

悪
化
を
防
ぐ
予
防
的
な

サ
イ
ン
で
す
か
ら
、
そ
の

人
が
ど
の
よ
う
な
理
由
で
仕
事
と

距
離
を
と
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
に

つ
い
て
聞
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

　一
方
で
、
私
は
働
き
が
い
の
回

復
も
そ
れ
な
り
に
必
要
だ
と
考
え

ま
す
。
ど
の
よ
う
な
仕
事
で
も
自

分
な
り
の
納
得
感
や
達
成
感
を
見

だ
せ
る
要
素
が
あ
れ
ば
、
仕
事
と

の
距
離
は
無
理
の
な
い
も
の
と
な

り
、
心
身
の
安
定
に
つ
な
が
っ
て
い

き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
た
と
え
今
、

「
静
か
な
退
職
」
を
選
択
し
て
い

た
と
し
て
も
、
そ
の
中
で
の
気
づ
き

や
、
納
得
感
を
育
て
て
い
く
こ
と

が
、
や
が
て
働
き
が
い
の
回
復
に

も
つ
な
が
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

（
19
）

ド
ク
タ
ー
山
本
晴
義
の

ド
ク
タ
ー
山
本
晴
義
の

悪
化
防
ぐ
と
と
も
に
働
き
が
い
の
回
復
も

山本晴義先生

心
の
相
談
室

⑭豪雨で会場回りの
道が川に…。 ⑨雨でも大勢集まっています

⑩会津地区メーデー拳を掲げて

2026ナースウェーブナースウェーブ
守ろう考えよう守ろう考えよう

看護の力看護の力

全厚労青年集会に参加しよう全厚労青年集会に参加しよう全厚労青年集会に参加しよう全厚労青年集会に参加しよう
K’s station in 三重K’s station in 三重

全
国
で
メ
ー
デ
ー
開
催

声
を
あ
げ
よ
う
!!

声
を
あ
げ
よ
う
!!

（3） 2026年５月20日 第545号全 厚 労 ニ ュ ー ス （2）2026年５月20日 第545号全 厚 労 ニ ュ ー ス



当
選
者
（
読
者
の
声
掲
載
者
含
む
）
15
名
様
に
図
書
（
ク
オ
）
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す

答
え
と
本
紙
の
感
想
な
ど
を
添
え
て
下
記
あ
て
先
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。
当
選
の
結
果
は
発
送
を
も
っ
て

代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
３
月
号
の
答
え
は
「
カ
フ
ン
シ
ョ
ウ
」
で
、
当
選
倍
率
は
５
・
１
倍
（
ク

ロ
ス
ワ
ー
ド
・
聞
か
せ
て
、
読
者
の
声
計
15
名
当
選
）
で
し
た
。

締め切り：2026年6月末日　消印有効
あて先：〒110－0013東京都台東区入谷１－９－５－６F　全厚労　ニュース係
読者の声・クイズ答えはQRコードよりスマホから投稿できます♪

頑張る仲間

　岐厚労から紹介するのは酒井郁弥さ
んです。
　臨床検査技師としての仕事をこなし
ながら、令和７年度岐厚労本部書記長
として活動してくれています。
　過去に青年・情宣部長を経験してい
ましたが、執行部としては初任務とな
りました。
　しかしながら、疑問に思ったことを
放置しない探求心、相手の立場を尊重
した気遣いのできる協調性、オンオフ
の切り替えと豊かな表現力を武器に、

組合員を虜にしている逸材です。今後も経験を積んで、仲間を増やし、
将来を担ってくれると信じています。

　｢放射線技術科の足立順之介です。
昨年から青年部役員となりました。
これから活動を通して仲間を増やし
ていきたいです｣
　足立さんは、新たに青年部役員と
してこれからの大厚労を大いに盛り
上げてくれること間違いなしです！患
者さんに接する優しさはもちろん、
周囲からの信頼もあつく、とっても
頼りになる存在です。

岐阜　酒井郁弥さん

大分　足立順之介さん　

各県・現場で運動に、趣味に、
仕事に頑張る人々を紹介するコ
ーナーです。
第216回は岐阜・大分にお願い
しました。

　
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
Ｄ

Ｘ
化
を
も
っ
と
す
す
め
た
い
。
事

務
仕
事
や
訪
問
先
の
割
り
振
り
な

ど
、Ａ
Ｉ
に
任
せ
ら
れ
る
仕
事
は

多
そ
う
。
そ
の
分
を
ケ
ア
や
会
話

に
使
い
た
い
な
あ
と
思
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
工
夫
や
仕
組
み
づ
く

り
が
知
り
た
い
で
す
。（
富
山
）

―
―
私
も
知
り
た
い
。
情
報
を
集

め
て
、
全
厚
労
ニ
ュ
ー
ス
で

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
た
い
で

す
。
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。           

（
Ｈ
Ｔ
）

　
退
院
さ
れ
た
患
者
さ
ん
か
ら
手

作
り
の
絵
葉
書
を
も
ら
っ
た
。
可

愛
い
お
地
蔵
さ
ん
の
絵
と
と
も
に

｢

辛
い
と
き
こ
そ
笑
顔
で
い
よ
う 

き
っ
と
幸
せ
に
な
る
よ｣｢

い
つ
も

楽
し
い
時
間
を
あ
り
が
と
う｣

と

書
い
て
あ
っ
て
、
最
近
私
が
悩
み

を
抱
え
て
い
た
こ
と
に
も
し
か
し

た
ら
気
付
い
て
、
元
気
付
け
て
く

れ
た
の
か
と
思
う
と
涙
が
出
る
ほ

ど
嬉
し
く
て
、
温
か
い
気
持
ち
に

な
っ
た
。                     

（
三
重
）

―
―
患
者
さ
ん
の
温
か
な
眼
差
し

に
胸
が
熱
く
な
り
ま
す
ね
。

私
た
ち
が
届
け
て
い
る「
笑

顔
」や「
時
間
」は
、し
っ
か
り

届
い
て
い
ま
す
。辛
い
時
に
そ

っ
と
寄
り
添
っ
て
く
れ
る
お

地
蔵
さ
ん
の
言
葉
を
、ぜ
ひ

明
日
へ
の
力
に
変
え
て
い
き

ま
し
ょ
う
。 

 
 

（
Ｈ
Ｌ
）

　
同
僚
が
写
っ
て
い
た
の
で
読
み

込
み
ま
し
た
。
知
り
合
い
が
出
る

と
身
近
に
感
じ
て
楽
し
い
で
す
。

（
茨
城
）

―
―
良
け
れ
ば
、
次
は
貴
方
が
載

っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
取
材

も
検
討
で
き
ま
す
よ
！（Ｍ

Ｔ
）

　
ほ
っ
こ
り
す
る
話
題
も
ま
さ
し

く
そ
う
だ
と
声
が
出
る
内
容
も
あ

り
、
楽
し
く
拝
見
し
て
い
ま
す
。

（
山
口
）

―
―
お
読
み
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
特
に
読
者

の
声
は
何
気
な
い
気
持
ち
等

な
ん
で
も
投
稿
い
た
だ
い
て

Ｏ
Ｋ
で
す
☆          （
Ｏ
Ｋ
）

聞かせて・教えて！のコーナー聞かせて・教えて！のコーナー

さて、今回の「聞かせて・教えて！」は

つぶやき教宣部の教宣部の教宣部の つぶやき

労働組合用語集

　
先
日
プ
ロ
野
球

で
贔
屓
チ
ー
ム
を

内
野
席
で
観
戦
中
、

後
ろ
の
ビ
ジ
タ
ー

フ
ァ
ン
の
声
が
大

き
く
応
援
が
熱
心

だ
っ
た
。
こ
ち
ら

が
負
け
て
い
る
時

は
内
心
「
う
る
せ

〜
」
と
思
い
つ
つ
、

そ
れ
も
ま
た
楽
し

か
っ
た
。
東
大
の

学
園
祭
が
、
政
治
家
の
講
演

企
画
へ
の
爆
破
予
告
で
中
止

と
な
っ
た
。
ど
ん
な
に
思
想
に

賛
同
で
き
な
く
と
も
、
暴
力

で
口
を
閉
じ
さ
せ
る
べ
き
で

は
な
い
と
強
く
思
う
。（
Ｅ
Ｎ
）

オルグ活動：オルガナイズ（組織する）の略語。労働組
合では、執行部が組合組織の強化のための指導に当たる
ことをオルグ活動という。未組織の労働者の組織化のた
めの活動をいうこともある。

☆３月号で募集した「聞かせて・教えて」の結果発表☆
質問１　３月号で一番興味があった面は？
　26春闘スタートの各県の行動や、参院厚労委員長との懇談を
紹介した１面に最も票が集まりました（26票）、次いで静岡焼津
市でのビキニデー集会について２面20票、定番面３面18票、メデ
ィカルウェーブ４面5票でした。
質問２　衆議院選挙ではYouTubeなどSNSの活用も盛

んに行われました。投票先を選ぶ際に参考にして
いるものを教えてください。

　読者からも「ＳＮＳ」が26票で最多、次いで「ニュースサイト・新
聞」21票、「テレビ」18票、「その他」５票となりました。配信では
支持者の「推し活」的な投げ銭や、広告アルゴリズムに使われた
金額など…今後、公正な選挙を実現するためのガイドラインが必
要となってきますね。

質問１　５月号で一番興味があった面は？
　　　　Ａ＝１面　Ｂ＝２面　Ｃ＝３面　Ｄ＝４面
質問２　全厚労公式LINE懸賞キャンペーン大変好評でした。

今後も不定期で開催予定です。皆さん全厚労公式
LINEを友だち登録されていますか？

　　　　Ａ＝勿論している　Ｂ＝していない
　　　　Ｃ＝公式LINEを知らなかった　Ｄ＝その他

⑪両沼地区メーデー

　
５
月
12
日
は
「
看
護
の
日
」。

近
代
看
護
の
基
礎
を
築
い
た
フ
ロ

ー
レ
ン
ス
・
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の

誕
生
日
を
祈
念
し
て
こ
の
日
を
中

心
に
「
看
護
週
間
」
が
設
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
一
人
ひ
と
り
が
、
ケ
ア
の
心
、

看
護
の
心
の
大
切
さ
を
考
え
る
機

会
と
な
っ
て
い
る
と
共
に
、
労
働

組
合
と
し
て
安
全
安
心
の
医
療
・

介
護
や
、
地
域
医
療
の
安
定
的
な

提
供
に
向
け
て
看
護
師
の
人
員
不

足
や
処
遇
改
善
を
訴
え
る
ナ
ー
ス

ウ
ェ
ー
ブ
（
看
護
の
日
行
動
）
な

ど
が
全
国
各
地
で
行
わ
れ
、
全
厚

労
の
仲
間
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
秋
田
で
は
５
月
９
日
羽
後
町
の

「
道
の
駅
う
ご
」
で
メ
デ
ィ
カ
ル

ウ
ェ
ー
ブ
街
頭
署
名
宣
伝
を
行

い
、
地
域
住
民
（
元
医
療
職
）
の

飛
び
入
り
参
加
も
含
め
て
48
人
が

参
加
し
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
や

チ
ラ
シ
を
配
布
。
署
名
し
て
く
れ

た
人
か
ら
は
「
入
院
し
て
看
護
師

さ
ん
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
」

と
か
「
大
変
で
す
ね
。
頑
張
っ
て

ね
」
な
ど
と
声
を
か
け
て
も
ら
い

ま
し
た
。
約
１
時
間
で
１
９
６
筆

の
署
名
を
集
め
、
終
了
後
は
道
の

駅
で
「
西
馬
音
内
そ
ば
」
や
ジ
ェ

ラ
ー
ト
な
ど
を
堪
能
し
て
帰
り
ま

し
た
（
写
真
①
②
）。
長
野
で
は

５
月
９
日
に
看
護
集
会
を
開
催
。

国
境
な
き
医
師
団
の
手
術
室
看
護

師
・
白
川
優
子
さ
ん
を
招
き
「
看

護
師
が
見
た
紛
争
地
の
リ
ア
ル
〜

看
護
、
い
の
ち
、
平
和
へ
の
思
い

〜
」
と
の
記
念
講
演
や
、
カ
ー
ネ

ー
シ
ョ
ン
パ
レ
ー
ド
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
（
写
真
③
④
）。
福
島

で
は
５
月
10
日
に
会
津
若
松
市
内

で
横
断
幕
や
看
板
で
の
ア
ピ
ー
ル

と
リ
レ
ー
ト
ー
ク
、
ポ
ケ
ッ
ト
テ

ィ
ッ
シ
ュ
配
布
し
な
が
ら
の
署
名

活
動
を
行
い
ま
し
た
（
写
真
⑤
）。

茨
城
で
は
、「
夜
勤
規
制
は
な
ぜ

必
要
？
」
と
題
し
た
学
習
会
を
開

催
し
、
そ
の
後
水
戸
駅
前
で
署
名

宣
伝
を
行
い
ま
し
た
（
写
真
⑥
）。

広
島
で
は
４
月
18
日
に
尾
道
駅
前

で
ナ
ー
ス
ウ
ェ

ー
ブ
を
開
催

し
、
20
名
の
組

合
員
が
参
加
、

１
１
３
筆
の
署

名
が
集
ま
り
ま

し
た
（
写
真
⑦

⑧
）。

　
今
年
の
第
97

回
メ
ー
デ
ー
は
全

国
的
な
大
雨
に

見
舞
わ
ら
れ
ま

し
た
が
、
全
国

２
４
０
ヵ
所
以
上

で
開
催
。
秋
田

県
中
央
メ
ー
デ

ー
は
秋
田
市
エ

リ
ア
な
か
い
ち
・
に
ぎ
わ
い
広
場

で
、
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト
や
プ
ラ
カ

ー
ド
・
横
断
幕
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
（
写
真
⑨
）。

福
島
の
会
津
地
区
で
は
10
団
体
30

名
、
両
沼
地
区
に
は
５
団
体
15
名

が
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
福
厚
労

が
参
加
し
ま
し
た
。
雨
風
強
く
、

白
河
で
は
中
止
と
な
り
、
坂
下
は

屋
内
に
変
更
と
な
り
、
会
津
で
も

膨
ら
ま
せ
た
風
船
が
飛
ば
さ
れ
る

な
ど
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
り
ま
し
た

○特別報告「青年部活動ってなに～青年が輝く労働組合へ
～」では、加盟労組青年部の取り組みから学ぶ。

○組合活動を学べる脱出ゲーム、参加者との交流企画。
○オプショナルツアー・伊勢市を中心にフィールドワーク。
○グループワーク「仲間を増やして活気のある青年部へ～
病院を良くするために青年ができること～」

前回Ｋ’s（金沢.2024）での集合写真

③看護への想いを一つに
④カーネーションを
持って行進

⑮
医
療
労
働
者
が

　メ
ー
デ
ー
宣
誓

⑥署名のご協力
に感謝です

⑤横断幕がカラフルで目立ちます☆

⑧
良
い
お
天
気
の
中
で

①プラカードで
　処遇改善をアピール②雨の中署名頂きました

（
写
真
⑩
⑪
）。
長
野
も
地
域
ご
と

に
参
加
し
、
上
田
市
メ
ー
デ
ー
に

は
リ
ハ
セ
ン
タ
ー
支
部
が
参
加
し

ま
し
た
（
写
真
⑫
）。
茨
城
中
央

メ
ー
デ
ー
は
水
戸
駅
南
口
さ
く
ら

東
公
園
で
開
催
さ
れ
、
県
医
労
連

か
ら
茨
厚
労
含
め
９
名
が
参
加
し

ま
し
た
（
写
真
⑬
）。
中
央
メ
ー

デ
ー
に
は
本
部
書
記
局
が
参
加
。

雷
注
意
報
で
デ
モ
は
中
止
と
な
り

ま
し
た
が
、
会
場
に
は
８
，０
０

０
人
が
集
ま
り
ま
し
た
（
写
真
⑭

⑮
）。

⑫リハセンター支部執行委員長の
古田さんが発言

⑦笑顔が素敵です

⑬傘もカラフルでかわいいです

デジタル
チラシは
コチラ‼

スローガン
日　時
場　所

企
　画

来るだけで大吉 三重Ｋ’sにおいない
7月3日（金）14：00～5日（日）12：00
三重県鳥羽市・鳥羽シーサイドホテル

　組合役員の次世代育成や、青年層組合員の活性化などを目的に、各県から
積極的なご参加をお願いします。※詳細は各県労組迄ご連絡ください

　「静
か
な
退
職
」
と
い
う
言
葉

を
こ
こ
数
年
耳
に
し
ま
す
。

　キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
や
昇
進
を
目

指
さ
ず
、
与
え
ら
れ
た
仕
事
の
範

囲
内
で
淡
々
と
業
務
を
こ
な
す
働

き
方
の
こ
と
で
、
実
際
に
会
社
を

辞
め
る
の
で
な
く
、
心
理
的
に
職

場
と
の
距
離
を
置
き
な
が
ら
、
過

剰
な
努
力
や
残
業
を
避
け
る
こ
と

が
特
徴
で
す
。

　こ
れ
は
、
単
純
に
や
る
気
が
な

い
人
の
行
動
で
は
な
く
、
長
期
的

に
心
身
の
健
康
を
守
ろ
う
と
す
る

一
つ
の
適
応
の
方
法
と
も
考
え
ら

れ
ま
す
。
私
の
患
者
さ
ん
の
中
に

も
、
燃
え
尽
き
や
う
つ
状
態
に
至

る
前
段
階
と
し
て
、
仕
事
の
距
離

を
取
り
始
め
る
方
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。

　マ
イ
ナ
ビ
の
調
査
に
よ
る
と
、

20
〜
50
代
の
正
社
員
の
約
47
％
が

静
か
な
退
職
を
実
践
し
て
い
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　重
要
な
こ
と
は
、
単
純
な
意
欲

低
下
と
決
め
つ
け
な
い
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
静
か
な
退
職
に
至
る

背
景
に
は
、
正
当
な
評
価
が
得

ら
れ
な
い
こ
と
や
、
職
務
や
賃
金

に
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
あ
る
こ
と
、
慢
性

的
な
疲
労
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要

因
が
潜
ん
で
い
ま
す
。
む

し
ろ
、
静
か
な
退
職
の

よ
う
な
働
き
方
を
調
整

し
よ
う
と
す
る
動
き
は
、

悪
化
を
防
ぐ
予
防
的
な

サ
イ
ン
で
す
か
ら
、
そ
の

人
が
ど
の
よ
う
な
理
由
で
仕
事
と

距
離
を
と
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
に

つ
い
て
聞
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

　一
方
で
、
私
は
働
き
が
い
の
回

復
も
そ
れ
な
り
に
必
要
だ
と
考
え

ま
す
。
ど
の
よ
う
な
仕
事
で
も
自

分
な
り
の
納
得
感
や
達
成
感
を
見

だ
せ
る
要
素
が
あ
れ
ば
、
仕
事
と

の
距
離
は
無
理
の
な
い
も
の
と
な

り
、
心
身
の
安
定
に
つ
な
が
っ
て
い

き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
た
と
え
今
、

「
静
か
な
退
職
」
を
選
択
し
て
い

た
と
し
て
も
、
そ
の
中
で
の
気
づ
き

や
、
納
得
感
を
育
て
て
い
く
こ
と

が
、
や
が
て
働
き
が
い
の
回
復
に

も
つ
な
が
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

（
19
）

ド
ク
タ
ー
山
本
晴
義
の

ド
ク
タ
ー
山
本
晴
義
の

悪
化
防
ぐ
と
と
も
に
働
き
が
い
の
回
復
も

山本晴義先生

心
の
相
談
室

⑭豪雨で会場回りの
道が川に…。 ⑨雨でも大勢集まっています

⑩会津地区メーデー拳を掲げて

2026ナースウェーブナースウェーブ
守ろう考えよう守ろう考えよう

看護の力看護の力

全厚労青年集会に参加しよう全厚労青年集会に参加しよう全厚労青年集会に参加しよう全厚労青年集会に参加しよう
K’s station in 三重K’s station in 三重

全
国
で
メ
ー
デ
ー
開
催

声
を
あ
げ
よ
う
!!

声
を
あ
げ
よ
う
!!

（3） 2026年５月20日 第545号全 厚 労 ニ ュ ー ス （2）2026年５月20日 第545号全 厚 労 ニ ュ ー ス

https://forms.gle/nTUtVFXEoyCUSjVXA


　
そ
も
そ
も
日
本
は
イ
ラ
ン
と
長

年
の
友
好
関
係
を
作
っ
て
き
ま
し

た
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
施
政
に

関
し
て
は
、
こ
の
間
、
全
米
各
地

で
「
Ｎ
Ｏ 

Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ｓ
　
デ
モ
」

が
広
が
っ
て
い
る
よ
う
に
、
支
持

を
得
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ト
ラ
ン

プ
一
辺
倒
の
日
本
の
外
交
姿
勢
を

止
め
さ
せ
、
真
に
秩
序
あ
る
国
際

社
会
の
構
築
に
向
け
て
、「
自
立

し
た
日
本
」
の
外
交
こ
そ
必
要
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
日
本
国
憲
法
施
行
79
周
年
を
迎

え
た
５
月
３
日
、「
憲
法
を
守
り

活
か
そ
う
」
と
の
運
動
が
全
国
各

地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
東
京
で
は

江
東
区
有
明
の
広
域
防
災
公
園
で
、

約
５
万
人
の
市
民
が
参
加
し
て
憲

法
大
集
会
が
開
か
れ
た
他
、
全
国

で
は
、
２
３
７
ヵ
所
で
９
万
５
千

人
以
上
が
参
加
（
現
在
も
集
計

中
）
し
た
と
集
約
さ
れ
て
い
ま
す

（
デ
モ
カ
レ
ン
ダ
ー
調
べ
。http

s://dem
ocalender.jp

）

　
同
日
、高
市
首
相
は
「
改
憲
派
」

集
会
へ
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
、

「
国
会
へ
の
決
断
に
向
け
て
の
議

論
を
進
め
る
」
と
し
、
自
民
党
大

会
で
も
「（
改
憲
の
）
時
は
来
た
」

と
強
調
、
１
年
後
の
大
会
で
は
、

改
憲
発
議
に
目
処
が
立
っ
た
状
態

で
迎
え
た
い
と
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
国
会
の
憲
法
審
査
会
で

議
論
さ
れ
て
い
る
改
憲
の
論
点
は
、

「
緊
急
事
態
条
項
」
で
す
。
５
月

14
日
の
衆
院
審
査
会
で
は
、
衆
院

法
制
局
と
審
査
会
事
務
局
が

「『
緊
急
事
態
条
項
』
の
イ
メ
ー
ジ

（
案
）」を
示
し
ま
し
た
。そ
こ
で
は
、

国
会
議
員
の
任
期
延
長
や
、
内
閣

へ
権
限
を
集
中
さ
せ
る
「
緊
急
政

令
」
を
可
能
と
す
る
内
容
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
イ
メ
ー
ジ
案
で
は
、「
緊
急
事

態
の
範
囲
（
定
義
）」
と
し
て
、

大
規
模
な
自
然
災
害
や
感
染
症
の

　
５
月
６
日
、
核
兵
器
廃
絶
と
平

和
な
世
界
の
実
現
を
訴
え
、
全
国

各
地
か
ら
被
爆
地
の
広
島
・
長
崎

を
目
指
し
て
歩
き
継
ぐ
「
原
水
爆

禁
止
国
民
平
和
大
行
進
」
が
、
東

京
・
夢
の
島
の
第
五
福
竜
丸
展
示

館
前
広
場
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。被
爆
者
20
名
の
方
々
を
始
め
、

６
０
０
名
を
越
え
る
人
々
が
参
加

し
、
全
厚
労
か
ら
も
書
記
局
と
例

年
参
加
し
て
き
た
茨
厚
労
Ｏ
Ｂ
の

畑
中
さ
ん
も
来
て
く
れ
ま
し
た
。

　
各
平
和
団
体
か
ら
の
挨
拶
で

は
、
核
不
拡
散
条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）

再
検
討
会
議
で
も
、
こ
れ
ま
で
に

な
く
「
核
兵
器
を
な
く
せ
、
使
わ

せ
る
な
」
と
い
う
国
際
世
論
が
広

が
っ
て
い
る
こ
と
や
、「
日
本
の

非
核
三
原
則
を
守
ら
せ
よ
う
」
と

の
訴
え
が
あ
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
ら
は
、
時
折
強
い
風
の

吹
く
中
、夢
の
島
か
ら
新
橋
ま
で
、

「
ピ
ー
ス
コ
ー
ル
」
や
「
ヒ
ロ
シ

マ
の
あ
る
国
で
」
を
唱
和
し
な
が

ら
、
パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。

Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討

会
議
の
成
功
へ

　
５
年
毎
に
開
催
さ
れ
て
い
る
国

連
で
の
「
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
」

は
、
４
月
27
日
〜
５
月
22
日
の
日

　
医
療
関
係
で
は
、
合
成
ゴ
ム
手

袋
や
薬
の
包
装
材
、
注
射
器
や

輸
液
バッ
グ
等
の
デ
ィ
ス
ポ
資
材
の

不
足
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
農

業
分
野
で
も
燃
料
は
も
ち
ろ
ん
、

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
資
材
や
多
く
の
包

装
が
石
油
製
品
に
依
存
し
て
い
ま

す
。
イ
ン
ク
不
足
を
想
定
し
て
、

商
品
パッ
ケ
ー
ジ
を
モ
ノ
ク
ロ
化
す

る
こ
と
を
発
表
し
た
カ
ル
ビ
ー
を

始
め
、
あ
ら
ゆ
る
産
業
や
生
活
基

盤
に
お
い
て
、
石
油
に
依
存
す
る

構
造
が
あ
り
、
資
源
の
乏
し
い
日

本
で
の
影
響
は
甚
大
で
す
。

　
政
府
は
ナ
フ
サ
の
代
替
調
達
や

備
蓄
の
活
用
に
よ
り
、「
日
本
全

体
で
必
要
量
は
確
保
で
き
て
お
り
、

供
給
不
足
の
懸
念
は
な
い
」
と
の

見
解
を
一
貫
し
て
示
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
厚
生
連
の
医
療
資
材

等
の
共
同
購
入
を
行
っ
て
い
る
日

本
文
化
連
で
は
、「
物
流
の
滞
り
、

卸
・
メ
ー
カ
ー
の
在
庫
状
況
の
差

か
ら
、
出
荷
制
限
や
調
整
は
様
々

で
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に
あ

る
」
と
し
て
、
さ
ら
に
「
必
要
を

越
え
る
よ
う
な
顕
著
な
便
乗
値

上
げ
に
も
監
視
の
目
が
必
要
だ
と

考
え
て
お
り
、
各
メ
ー
カ
ー
・
卸

の
状
況
確
認
を
行
う
と
と
も
に
、

医
療
物
資
の
供
給
不
足
が
地
域

医
療
の
ブ
レ
ー
キ
と
な
ら
な
い
よ

う
、
国
の
担
当
部
署
か
ら
の
情
報

も
得
て
会
員
へ
迅
速
か
つ
丁
寧
に

伝
え
る
よ
う
に
努
め
て
い
る
」
と

対
応
を
進
め
て
い
る
と
の
こ
と
。

　
一
刻
も
早
く
イ
ラ
ン
戦
争
を
終

結
さ
せ
、
平
和
を
取
り
戻
す
こ

と
な
し
に
は
厚
生
連
医
療
や
私
た

ち
の
生
活
も
維
持
で
き
ま
せ
ん
。

戦
争
状
態
の

早
期
終
結
に
向
け
て

　
現
在
の
危
機
を
も
た
ら
し
た

根
本
原
因
は
、
ア
メ
リ
カ
が
イ
ラ

ン
と
の
核
開
発
交
渉
中
で
あ
っ
た

に
も
関
わ
ら
ず
、
一
方
的
に
イ
ス

ラ
エ
ル
と
歩
調
を
合
わ
せ

て
、イ
ラ
ン
を
軍
事
攻
撃
し
、

指
導
者
の
大
多
数
を
殺
害

す
る
ば
か
り
か
、
無
関
係

の
イ
ラ
ン
国
民
を
も
殺
傷

し
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

し
か
も
子
ど
も
達
の
い
る

小
学
校
を
攻
撃
す
る
な
ど
、

何
重
に
も
国
連
憲
章
・
国

際
法
違
反
の
暴
挙
を
重
ね

て
き
ま
し
た
。

ま
ん
延
、
外
部
か
ら
の
武
力
攻
撃

な
ど
を
挙
げ
て
い
ま
す
が
、
そ
も

そ
も
そ
れ
ら
の
事
態
へ
の
対
応
に

つ
い
て
は
、
災
害
対
策
基
本
法
や

感
染
症
法
、
有

事
法
制
な
ど
で

規
定
さ
れ
て
い

ま
す
。「
改
憲
」

の
目
的
は
、
国

会
議
員
の
身
分

延
長
や
内
閣
の

権
限
強
化
を
企

む
も
の
で
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。

万
が
一
、
緊
急

事
態
が
「
衆
参

同
時
選
挙
」と

同
時
に
起
こ
っ
た
と
し
て
も
、

参
議
院
議
員
の
半
数
が
存
在
し
、

国
会
と
し
て
機
能
し
て
い
ま
す
。

国
民
か
ら
負
託
さ
れ
た
「
国
権

の
最
高
機
関
」
で
あ
る
国
会
か
ら
、

内
閣
に
権
限
を
集
中
さ
せ
る
こ

と
は
戦
前
の
反
省
か
ら
生
ま
れ

た
「
平
和
主
義
」
の
否
定
に
他

な
り
ま
せ
ん
。

国
民
は
「
憲
法
９
条
」

改
正
に
反
対

　
憲
法
記
念
日
に
向
け
た
朝
日
新

聞
の
世
論
調
査
で
は
、「
憲
法
９

条
改
正
は
必
要
な
い
」
63
％
と
、

「
必
要
あ
る
」
30
％
に
ダ
ブ
ル
ス

コ
ア
で
上
回
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

他
、「
非
核
三
原
則
見
直
し
」
に

反
対
、「
殺
傷
能
力
あ
る
武
器
輸

出
」
に
も
反
対
が
賛
成
を
上
回
っ

て
い
ま
す
。
世
論
を
無
視
し
た
施

政
に
は
「
Ｎ
Ｏ
！
」
の
声
を
挙
げ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
参
考
資
料
と
し
て
、「
緊
急
事

態
条
項
」「
議
員
任
期
延
長
」な
ど

の
問
題
点
を
解
説
し
た
日
弁
連
の

「
憲
法
改
正
の
何

が
問
題
な
の
？
」

の
ペ
ー
ジ
を
紹

介
し
ま
す
。

程
で
、
最
終
文
書
採

択
に
向
け
て
最
大
の

調
整
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
前
２
回
の
会

議
で
は
核
大
国
間
の

合
意
が
得
ら
れ
ず
、

文
書
採
択
に
至
ら
な

か
っ
た
こ
と
か
ら

も
、
そ
の
動
向
が
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
核
を
め
ぐ
っ
て
、

不
法
な
イ
ラ
ン
攻
撃
が
始
め
ら
れ

た
中
で
、不
平
等
な
「
核
不
拡
散
」

か
ら
「
核
兵
器
禁
止
」
へ
と
国
際

世
論
を
拡
げ
て
い
く
こ
と
が
、
大

切
に
な
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の

現
場
か
ら
も
全
厚
労
「
ピ
ー
ス
ウ

ェ
ー
ブ
」
の
取

り
組
み
を
さ
ら

に
拡
げ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

全厚労女性委員会にて（4月13日）

東京・江東区をパレードする参加者ら

イラン戦争の早期終結へ、日本の立場いかした独自外交こそ必要イラン戦争の早期終結へ、日本の立場いかした独自外交こそ必要
〝平和〟でなければ、医療も守れない！〝平和〟でなければ、医療も守れない！

石
油
供
給
不
安
で

　
　
　医
療
物
資
不
足
へ

石
油
供
給
不
安
で

　
　
　医
療
物
資
不
足
へ

　
ア
メ
リ
カ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
イ
ラ
ン
へ
の
軍
事
攻
撃
に
よ
り
、
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
が
封
鎖

状
態
に
な
り
、原
油
を
始
め
と
す
る
物
資
供
給
が
滞
る
中
で
、ガ
ソ
リ
ン
は
も
ち
ろ
ん
、「
ナ
フ
サ
」

の
関
連
す
る
様
々
な
化
学
製
品
を
必
要
と
す
る
産
業
や
企
業
の
不
安
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

核
兵
器
禁
止
廃
絶
の

　
　
　
　声
を
拡
げ
よ
う

核
兵
器
禁
止
廃
絶
の

　
　
　
　声
を
拡
げ
よ
う

核
兵
器
禁
止
廃
絶
の

　
　
　
　声
を
拡
げ
よ
う

核
兵
器
禁
止
廃
絶
の

　
　
　
　声
を
拡
げ
よ
う

な
ぜ「
憲
法
改
正
」急
ぐ

な
ぜ「
憲
法
改
正
」急
ぐ

な
ぜ「
憲
法
改
正
」急
ぐ

な
ぜ「
憲
法
改
正
」急
ぐ

「
緊
急
事
態
」に
内
閣
権
限
を
強
化
!?
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